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CIProでの取り組み

～2つの取り組み～
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①Coop Internship Program体系化

3つのCIPをひとつの
Internship Programとして
体系化System Solution

システムを受注・開発

CoMPAss
新学期事業

Core Partner
マイルーム（不動産）

▶�CIPの生協内での位置付け

▶�CIP内でのキャリア、教育制度の確立

▶�採用ルールの作成

▶�組織体制、昇進制度の確立

▶�CIP設立、廃止のルール作成

▶�学生の成長を促す総括制度の設定

▶�CIPのアルバイトと異なる特殊性を

考慮した就業規則の内容検討、作成

▶�報酬、査定制度の確立

インターンシップとしての
制度設計 就業規則の作成
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②民間奨学金制度の構築

主に留学生を対象に、民間企業が生活費の一部を奨学金として支援し、
大阪大学への留学生が安心して研究に取り組める環境を作るための制度

大阪大学民間奨学金制度

▶�制度の仕組み確立

▶�給付金額、手続きの明文

化

▶�選抜に関するルール作成

▶�ミッションに関するルー

ル作成

▶�アクターの関係性を明文

化

▶�対象となる学生に対する

条件作成

▶�参加可能企業に対する条

件作成

▶�一般的な奨学金制度に対

応する契約条件作成

▶�各種申し込み手続き、契

約手続きの検討

▶�年間想定スケジュールの

作成

制度の全体像確立 契約条件の検討、作成 手続きフローの検討
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CIProでの学びと成長

～0から創る、イメージをカタチにする～
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①全く「0」から創り出す経験

アイデア・イメージ いろいろな「カタチ」

▶�2つの取り組みで、ともに全くの「０」から、アイデア・イメージか

ら、新しく「カタチ」あるものを創る経験ができた

→前例のないもの、カタチの見えないもの、完成形の見えないものをど

う作っていくのか？ということを考え続けた

→全く先が見えなくても手探りで先に進むことで見えるものも多くある

ことを体感した
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②ビジネスのスピード感

CIP制度体系化＝1ヶ月

民間奨学金制度構築＝3ヶ月
で結果を出す必要があった

▶�2つの取り組みで、ともに非常に短期である程度形にしなければなら

なかった

→CoMPAssの時とは違うスピード感が求められた

→スケジュールの中で最も高い成果を出すための効率的な仕事の重要性

について学んだ
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社会に出るにあたって
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社会に出るにあたって
▶�CIPに入ってよかったこと

・リアルな事業体験ができたこと

・管理職的立場を経験できたこと

・スピード感あるビジネスの現場を体感できたこと

・0から新しいものを生み出す経験をいくつもできたこと

▶�これらを社会でどう活かすか

物事に、何か問題を見つけて、それを分析し解決策を考えるとい

うのはどのような仕事でも共通することだと考えている

→CIPでの経験はこれの連続であり、分析的思考を身につけられた

と感じているため、これを活かしていきたい
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後輩へのメッセージ
私たち大学生は、人生で最も時間が自由に使え、やろうと思ったこ
とがなんでもできる立場にあります。また、学生という身分に守ら
れているため、ある程度好きに大人に意見を言い、関わることがで
きます。

今、この時にする経験は、きっとこれからの皆さんにとって原点と
なるようなことでしょう。

だからこそ、何をするにも恐れず挑戦し、様々な人と関わり、ひと
つの視点から見るだけでなく、出来る限り広い視点から物事を見て
考える力をつけていってください。

日に日に自分が成長していると感じられる環境に身を置き、自己研
鑽をし続けてください。

そうして、自分自身を磨くことは絶対に無駄にはなりません。

みなさんが大学を卒業するときに、自分を誇れるようなくらい、一
生懸命な大学生活を過ごしてほしいと願っています。
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最後に
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謝辞

2016年から約3年間、非常に多くの方にお世話になりました。
特に、CoMPAssにおいて私達に寛大な心で接し、多くの裁量を与え
てくださり、成長の機会をくださった渡部様、野村様、廣川様、
またCIProにおいて新しい成長機会を提供していただき、CIPという
インターンシップそのものを作ってくださった山本様、
この場を借りて心より感謝申し上げます。

これから、私は社会に出て働くことになりますが、こちらでできた
経験は、これからずっと私の原点として忘れません。
またいっそう成長した姿をお見せできるよう、これからも努力して
いきます。
本当にありがとうございました。


